

































































































































































































































































介護の発祥を見てみると､ まず ｢介助｣ とい
















と､ ｢医療と介護｣ という二分化の中で､ 本来古
くからケアの担い手であった看護は､ 医療に括
られてますます見えなくなってしまったように











































































































進のために､ ｢退院調整加算｣ を廃止して､ 新た











































































































































































































































































































































































































































































思います｡ また､ 地域でのケアは､ 病院よりも
もっと看護者の自律性を必要とするところです｡
地域看護を強化する際に忘れてならないのは､
看護師の看護ケア提供に対する自律性の確保で
す｡ 看護師の自律性は専門職として当然の行動
ですが､ 今はむしろ自律性がなくなりつつある
のではないかという危惧を覚えます｡ 看護者と
しての自律性をどうやって育成していくのかと
いうことは､ 看護教育現場にとって大きな課題
ではないでしょうか｡
最後にケアとキュアについて話したいと思い
ます｡ 私は看護において､ これはケアだとか､
これはキュアだとかは明確には分けられないと
思っています｡ ケアとキュアはいつも統合的に
行われていて､ その全体が看護なのだと思いま
す｡ 薬物や手術などによる治療は患者の病気の
回復のための行為ですが､ 看護者はケアによっ
て病気の回復と生活の質の維持向上を実現しま
す｡ 看護師は患者に薬を投与しますし､ 術後の
傷の処置もします｡ 治療行為をしている時でも
看護者はそれを治療として行っているわけでは
なく看護援助行為として行っています｡
ケアを担う職種として介護職が創設されまし
た｡ 看護と介護の区別は現在ではますますつけ
にくくなっています｡ 今までは､ 看護と介護を
区別する根拠が､ 医行為ができるかどうかとい
うことでした｡ しかし今では､ 介護福祉士やヘ
ルパーが､ たんの吸引等の医行為を診療の補助
として､ 業として出来ることになりました｡ も
ともと家事援助､ 身体介護､ 生活支援というい
わゆる療養上の世話については介護と看護の区
別はほとんどなかったので､ 診療の補助も介護
職ができることになれば､ 看護と介護は同じと
いうことになります｡
看護は長い歴史の中で､ ケアや援助の知識・
技術を蓄積してきているし､ 研究も発展してき
ているという点はかなりのアドバンテージだと
思います｡ ケアを担う職種は確実に多様化して
きています｡ 医師でもケアを意識して実践して
いる人も増えています｡ 医師が精神的なケアと
して入院患者を意図的に訪問して､ 患者の話を
傾聴しようとする医師もいます｡ まさに緩和ケ
アの分野は学際的なケアサイエンスになってい
ると思います｡ ケアを担う職種が多様化する中
で､ では看護はケアのプロフェッションとして､
どういう成果を出していくのかが問われている
のだと思います｡
看護学がケアの本質を探究し､ 具体的な看護
実践として明示していくことが今まで以上に重
要になっていると思います｡ 私は､ 看護師の存
在そのものがケアになるのではないかと考えて
いて､ それをどのように明らかにしていけるか
ということに関心を持っています｡ そういうこ
とをどうやって､ 論理的に科学的に説明して､
看護のケア技術として明確にしていくかという
ことは､ ここにいらっしゃる若い人たちが､ 研
究を重ねて達成していただけると思って期待し
ています｡ 社会や人々が必要としているケアの
形は､ その時代によって､ また社会の状況によっ
て違うと思います｡ これからの日本の社会で必
要とされているケアは何か､ そのケアを実現す
るための方策を､ 専門知識や技術の側面からだ
けではなく､ 制度や政策､ 世論といった面から
も考えて立てていくことが重要です｡ 頭の柔軟
な若い人たちは､ 既存の価値観にとらわれずに､
是非新しいケアモデルを創造していってもらい
たいものです｡
雑多な話で､ まとまりがなかったかもしれま
せんが､ これで私の話を終わらせていただきた
いと思います｡
ご清聴ありがとうございました｡
― 190 ―
